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論文審査の結果の要旨 

 

１ 研究目的の評価 

本研究は、これまで未知であった各種アレナウイルスの出芽過程におけ

る細胞種依存性について、ウイルス由来マトリクスタンパク質 Zタンパク

質の L-ドメインの役割に着目して検証を行ったものであり、目的は十分に

妥当である。 

 

 

２ 研究手法に関する評価 

各種アレナウイルスの Zタンパク質を、多様な動物種ならびに組織由来

の培養細胞に発現させ、産生されたウイルス様粒子をウエスタンブロット

法により定量する実験系を用いることで細胞種依存性を、さらに L-ドメイ

ン変異体を用いて、ウイルス様粒子産生における役割を評価したものであ

り、研究手法も妥当である。 

 

 

３ 解析・考察の評価 

上記手法で解析した結果、Z タンパク質依存的なウイルス様粒子形成に

おいて細胞種依存性が認められた。さらに、L-ドメイン変異が粒子形成に

与える影響についても細胞種依存性であることが判明した。以上の結果

は、Z タンパク質がアレナウイルスの臓器あるいは細胞種指向性に貢献す

る可能性を示唆するものであり、今後のアレナウイルス研究への貢献が大

いに期待される。 

 

以上のように本論文はアレナウイルス研究の進展に貢献するところが

大であり、審査委員は全員一致で博士（医学）の学位に値するものと判断

した。 

 


